
鉄筋配置がPC構造物の持続荷重に及ぼす影響に関する研究
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1. はじめに 

2. 実験概要 

図-１ 実験供試体 

表-１ 実験ケース 
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写真-２ 実験状況 

写真-１ 配筋状況 

(a) Case1          (b) Case3 

(c) Case5          (d) Case6 

図-１

表-１

写真-１

表-２

写真-２

表-３

3. 実験結果 

3.1 鉄筋配置がプレストレスに与える影響 

表-２ コンクリートの配合 

粗骨材の

最大寸法

(mm) 

スラ 

ンプ 

(cm) 

空気 

量 

(%) 

水セメ

ント比

(%)

細骨

材率

(%)

単位量(kg/m3) 

水 
セメ 

ント 
細骨材 粗骨材 

高性能 AE

減水剤 

15 8±2.5 4.5±1.5 40 44.6 157 393 780 996 3.14 

設計基準強度：40N/mm2， セメント：早強セメント

表-３ コンクリートの材料試験値 

材齢 σ3 σ7 σ14 σ28 σ91 

圧縮強度(N/mm2) 33.7 40.6 44.1 48.7 56.7 

ヤング係数(kN/mm2) － 23.51 24.65 24.72 27.62 

※σ3のヤング係数測定は実施していない
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図

-２

図-３

3.2 鉄筋配置などが持続荷重に与える影響

図-４

図-４(a)
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図-２ 導入力の分担率 図-３ プレストレスの有効率 
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(a) 持続荷重の大きさの違い       (b) 軸筋比の違い(横筋比 0.6%)      (c) 軸筋比の違い(横筋比 1.9%) 
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(d) 横筋比の違い(軸筋比 0.5%)      (e) 横筋比の違い(軸筋比 3.4%)    (f) 鉄筋の偏心配置の影響(Case4) 

図-４ クリープ係数の比較 
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図-４(b) (c)

図-４(d) (e)

図-４(f)

図-４

図-５

4. まとめ  

図-５ クリープ係数の推定 
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